
茅
ヶ
崎
ゆ
か
り
の
人
物
た
ち

　
市
で
は
毎
年
４
月
に「
大
岡
越
前
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
岡
越え
ち
ぜ
ん
の
か
み

前
守
忠
相

は
、
江
戸
幕
府
の
8
代
将
軍
徳
川
吉
宗

に
江
戸
町
奉
行
と
し
て
登
用
さ
れ
、
享

保
の
改
革
を
実
務
で
支
え
ま
し
た
。
公

正
で
人
情
味
あ
る
裁
定
・
判
定
を
し
た

名
裁
判
官
と
し
て
、
講
談
・
小
説
な
ど

で
は
数
々
の「
大
岡
政
談
」が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

功
績
を
評
価
さ
れ
て
大
名
へ

　
忠
相
は
1
6
7
7
年
、
旗
本
大
岡

美み
の
の
か
み

濃
守
忠た
だ

高た
か

の
四
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

1
7
1
2
年
に
、
伊
勢
神
宮
の
警
護
と

遷
宮
の
監
督
、
伊
勢
・
志
摩
の
幕
府
領

の
支
配
と
訴
訟
、
鳥
羽
港
の
警
護
な
ど

を
管
轄
す
る
山
田
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
ま

し
た
が
、
1
7
1
7
年
、
江
戸
領
内
都

市
部
の
行
政
・
裁
判
・
警
察
な
ど
を
担

当
す
る
町
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
山
田
奉
行
在
任
中
の
、
支
配
地

と
隣
接
す
る
紀
州
藩
領
と
の
境
界
争
い

の
裁
許
を
、
そ
の
頃
紀
州
藩
主
だ
っ
た

吉
宗
が
心
に
留
め
、
将
軍
と
な
っ
て
か

ら
町
奉
行
に
登
用
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
に
能
登
守
と
い
う
官

職
名
が
同
僚
と
重
な
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
越
前
守
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
奉
行
と
し
て
は
、『
公く

事じ

方か
た

御お
さ
だ
め定

書が
き

』の
編
さ
ん
、
小
石
川
養
生
所
の
設
置

や
江
戸
町
火
消
制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。

1
7
3
6
年
に
寺
社
奉
行
に
任
じ
ら
れ
、

そ
の
後
加
増
さ
れ
大
名
と
な
り
、
75
歳

で
没
す
る
ま
で
多
く
の
業
績
を
残
し
ま

し
た
。
大
名
は
将
軍
の
側
近
か
ら
昇
進

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
忠
相
の
よ
う
に

功
績
を
評
価
さ
れ
て
出
世
し
た
例
は
珍

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
江
戸
幕
府
公
式
の
歴
史
書
で
あ
る

『
徳と
く

川が
わ

実じ
っ

紀き

』に
は「
忠
相
、
当
代
の
御
め

が
ね
を
も
て
、
裁
断
の
職
に
あ
る
こ
と

凡お
よ

そ
二
十
年
、一
度
も
あ
や
ま
ち
な
く
、

人
み
な
帰
服
せ
し
こ
と
、
ひ
と
へ
に
御

目
の
と
ど
か
せ
給
い
し
な
る
べ
し
」と
あ

り
、
忠
相
が
町
奉
行
と
し
て
約
20
年
従

事
し
公
正
な
裁
判
を
行
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
岡
家
と
浄
見
寺

　
大
岡
家
は
三
河（
現
在
の
愛
知
県
東

部
）出
身
で
す
が
、『
新し
ん

編ぺ
ん

相さ
が
み
の模
国く
に

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』に
よ
る
と
、
二
代
忠
政
が
徳
川
家

康
か
ら
知
行
地
と
し
て
茅
ヶ
崎
の
堤
村

を
た
ま
わ
り
、
三
代
忠
世
が
父
兄
の
追

善
の
た
め
に
堤
に
浄
見
寺
を
建
立
し
菩

提
寺
と
し
ま
し
た
。
浄
見
寺
に
は
五
代

目
に
あ
た
る
忠
相
を
は
じ
め
大
岡
一
族

の
墓
が
あ
り
、位
牌
も
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
忠
相
の
功
績
に
対
し
て
1
9
1
2
年

に
従
四
位
が
贈
ら
れ
、
地
元
の
有
識
者

に
よ
り
翌
年
3
月
に
忠
相
の
墓
前
で
贈

位
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞

で
は
、
当
日
は
僧
侶
60
余
人
に
よ
る
大

法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
大
岡
政
談

の
講
談
や
奉
納
相
撲
、
花
火
、
撃
剣
な

ど
多
く
の
余
興
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
好
評
を
得
た
贈
位
祭
は「
大
岡
越
前

大
祭
」と
名
前
を
変
え
、
浄
見
寺
で
毎
年

3
月
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
や
第
二
次
大
戦
の
影
響
で

中
断
し
ま
し
た
が
、
1
9
5
6
年
に
復

活
第
1
回
の
大
岡
祭（
現
在
は
大
岡
越

前
祭
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
名
行
列
な

ど
き
ら
び
や
か
な
パ
レ
ー
ド
を
繰
り
広

げ
、
沿
道
を
埋
め
た
市
民
の
喝
采
を
博

し
ま
し
た
。

　
大
岡
越
前
祭
は
忠
相
の
遺
徳
を
し
の

び
、
60
年
以
上
経
た
現
在
も
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ゆ
か
り
の
あ
る
愛
知
県

岡
崎
市
と
も
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
十
二
回
　
大お

お
お
か岡

　
忠た

だ
す
け相

【
文
化
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
担
当
】

毛抜きを使う大岡越前守の図

申込 �2月17日㈪〜☎で
ほか �費用500円(お茶、菓子代など)
問合 �文化生涯学習課文化推進担当

�土曜ミュージックサロン
「東京音頭」、「炭坑節」、「花笠音頭」他

日時 �3月7日㈯13時45分〜14時45分
場所 �萩園いこいの里
内容 �新

しんじょう

生達
た つ し

志さん(マルチ・シャミセニスト)出演
問合 �萩園いこいの里☎(88)7513

�第23回外国人による日本語スピーチ大会
日時 �3月8日㈰13時〜16時
場所 �青少年会館
定員 �50人〈当日先着〉
ほか �スピーチ大会観覧終了後に交流会あり
問合 �茅ヶ崎市国際交流協会☎090(1557)7789、男女共

同参画課多文化共生担当☎(57)1414

はじめてのフラダンス
日時 �3月11日・18日・25日いずれも水曜日14時〜14時45

分(全3回)
場所 �うみかぜテラス(体験学習センター)
講師 モアナ小島美和さん(まなびの市民講師)
定員 �10人〈申込制(先着)〉
申込 �2月15日㈯〜小島☎090(4713)1252へ(住所・氏名・電話

番号を記入し、Mailmi-chan46@docomo.ne.jpも可)
問合 �文化生涯学習課部生涯学習担当

�ちがさき丸ごとふるさと発見博物館
まち歩き「茅ヶ崎の東海道を歩く(東編)」

日時 �3月14日㈯9時〜12時30分
場所 �二ツ谷バス停付近(集合)〜JR茅ケ崎駅付近(解散)
講師 �ちがさき丸ごとふるさと発見博物館・ガイド部会
定員 �20人〈申込制(先着)〉
申込 �2月21日㈮〜☎で
問合 �社会教育課文化財保護担当

桔
ききょ う

梗ブラザーズスーパージャグリング講座
日時 �3月14日㈯13時〜15時15分
場所 �ハマミーナまなびプラザ体育室
内容 �ディアボロ(中国こま)の体験と講師のデモンスト

レーション
講師 �桔梗ブラザーズ(兄弟ジャグラー)
対象 �小学3年生以上の方30人〈申込制(先着)。1回の申

し込みで2人まで〉
申込 �2月17日㈪〜
ほか �費用1000円(道具レンタル代・保険料)
問合 �文化生涯学習課生涯学習担当

�「語りとクリスタルボウルの音色で開高健の絶筆を」
日時 �3月14日㈯11時〜12時30分・14時30分〜16時
場所 �茅ヶ崎ゆかりの人物館
講師 �長谷川由美さん(湘南シレーネ)、伊藤千香子さん

(クリスタルボウル奏者)
定員 �各30人〈申込制(先着)〉
申込 �2月17日㈪〜
問合 �文化生涯学習課文化推進担当

「楽しい短歌教室」
自作短歌の批評、添削と百人一首の解説

日時 �3月23日㈪14時〜16時

場所 �市民ギャラリー
講師 �真

し ん

後
ご

和子さん(まなびの市民講師)
対象 �20歳以上の方20人〈申込制(先着)〉
申込 �2月15日㈯〜3月15日㈰に真後☎(85)7137へ(はがき

に名前・住所・電話番号を記入し、〒253-0053東海
岸北3-8-36真後和子またはFAX(85)7137も可)

ほか �費用50円(資料代)
問合 �文化生涯学習課生涯学習担当

�ゆかりのまち岡崎市を訪ねる市民バスツアー
桜まつり、大岡越前守陣屋跡、岡崎公園などの見学

日時 �4月5日㈰6時〜21時30分
対象 �市内在住・在勤・在学で過去に本バスツアーに参

加したことのない方40人〈申込制(抽選)。中学生
以下は保護者同伴〉

申込 �3月6日㈮までに往復はがきの往信裏面に「ゆかり
のまち市民バスツアー」、応募者全員(2人まで。
重複応募不可)の住所・氏名・年齢・電話番号を、
返信面に代表者の宛先を記入し、〒253-8686茅ヶ
崎市役所男女共同参画課へ郵送

ほか �3月12日㈭10時に市役所本庁舎会議室4で抽選会、3月
28日㈯に参加者説明会あり。昼食代などは実費負担

問合 �男女共同参画課多文化共生担当☎(57)1414

初心者俳句講習会
日時 �4月〜2021年3月の毎月第3木曜日(全12回)
場所 �市民ギャラリー
講師 �清水呑舟さん(まなびの市民講師)
対象 �20歳以上の方20人〈申込制(先着)〉
申込 �2月15日㈯〜清水☎(86)3175へ(住所・氏名・電話

番号を記入し、Maildonshu1007@hb.tp1.jpも可)
ほか �費用1000円(年額)
問合 �文化生涯学習課生涯学習担当

生活
�プレミアム付商品券の購入期限は2月28日㈮まで

　商品券の購入引換券を交付された方は、2月28日ま
でに引換券、本人確認書類(運転免許証など)、現金を
持参し、郵便局(市内全17局)で商品券を購入できます。
なお、引換券の申請受け付けは終了しました。
問合 �産業振興課商工業振興担当

生活設計の講座「これで身につく!
キャッシュレス時代の賢い家計管理術」

日時 �3月11日㈬10時〜11時30分
場所 �男女共同参画推進センターいこりあ
講師 �秋山友美さん(県金融広報委員会)
定員 �40人〈申込制(先着)〉
申込 �2月17日㈪〜3月6日㈮
ほか �託児6か月〜未就学児8人〈申込制(先着)。2月28日㈮まで〉
問合 �市民相談課消費生活センター

市民大楽まなびーな
抹茶大納言パン作り講座

日時 �3月13日㈮10時〜13時
場所 �ハマミーナまなびプラザ調理室
講師 �吉川純子さん(まなびの市民講師)
定員 �10人〈申込制(先着)〉
申込 �2月19日㈬〜
ほか �費用1000円(参加費)
問合 �文化生涯学習課生涯学習担当

�9月から実施予定の「マイナポイント事業」
申し込みには「マイキーID」の設定を

　マイナポイント事業は、マイナンバーカードを取得
後に「マイキーID」を設定し、申し込みを行うことで、
9月〜2021年3月(予定)に、利用したキャッシュレス決
済サービスの利用額に応じ、買い物などで利用できる
マイナポイントが付与される国の制度です。
　申し込みは7月からで、現在は「マイキーID」の設定
までできます。設定には、マイナンバーカードの読み
取りが可能なスマートフォン(Android・iPhone)などが
必要です。詳細は市HPをご覧ください。
　また、市では設定の支援を行っています。設定に必
要な機器が整わない場合などにご利用ください。
問合 �情報推進課情報政策担当

産業・雇用
初めてのスマホ&タブレット入門講座
アンドロイドOS版編

日時 �3月21日㈯10時〜16時
場所 �勤労市民会館
内容 �電話、メール、インターネットなどの操作方法
講師 �パソコンボランティア湘南
定員 �20人〈申込制(先着)〉
申込 �2月15日㈯〜3月20日(金･祝)に☎または勤労市民会館HPで
ほか �費用1700円(テキスト代、タブレット貸し出し代。

アンドロイド端末持参の方は1500円)
問合 �勤労市民会館☎(88)1331(10時〜21時)

�市の名産品などを市役所に展示
出展者募集

期間 �4月1日㈬〜9月30日㈬
場所 �市役所本庁舎市民ふれあいプラザ
対象 �市内で生産した製品を市内で販売する18事業者

〈申込制(抽選)。初出展の事業者優先)
申込 �3月6日㈮(必着)までに申込書(市役所産業振興課

で配布中。市HPで取得も可)を産業振興課へ持参
(FAX(57)8377も可)

ほか �展示物の制限あり。詳細は市HP参照
問合 �産業振興課商工業振興担当

食品衛生責任者養成講習会
食品衛生責任者の資格を取得

日時 �4月8日㈬10時〜17時
場所 �ラスカ茅ヶ崎(元町1-1)
対象 �栄養士・調理師・製菓衛生師などの資格を持って

いない方180人〈申込制(先着)〉
申込 �3月19日㈭13時〜15時に保健所会議室で(県食品衛

生協会HPも可)
ほか �申込時に受講料1万円を持参払い
問合 �茅ヶ崎地区食品衛生協会☎(85)1098

防災・消防
�春季全国火災予防運動3月1日㈰〜7日㈯
「ひとつずつ�いいね!で確認�火の用心」

　この季節は空気が乾燥して火災が起こりやすくなっ
ています。火災によって命や財産を失わないために、
住宅用火災警報器を設置し、維持管理に努めましょう。
問合 �予防課予防担当

防災カフェ「台風19号、そのとき茅ヶ崎は?
風水害から身を守るには!」

日時 �3月8日㈰14時〜16時
（6面へ続く)
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